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  （1）ここに電話があります。／ あそこに佐藤さんがいます。 














 本稿の構成は、次の通りである。まず 2 節では、存在表現の日本語教育での扱いと先行研
究を概観する。3 節では、本稿で用いたコーパスの概要説明を行い、4 節では、使用傾向の


















（『みんなの日本語初級Ⅰ本冊』第 10 課） 
日常会話に見られる「～アル／イル」構文形式 林  林  29 
（5）そこに なにが ありますか。 
ここに でんわが あります。 
ここに なにが ありますか。 
そこに テレビが あります。 
あそこに なにが ありますか。 
あそこに ベッドが あります。 
･･････ 




れいぞうこの 上に なにか ありますか。 
いいえ、れいぞうこの 上には なにも ありません。 
れいぞうこは どこに ありますか。 
れいぞうこは だいどころに あります。 
やさいは どこに ありますか。 
やさいは れいぞうこの 中に あります。 











  みんな 初歩 新基礎 げんき 
名詞句 
～に～が V ○ ○ ○ ○ 
 その他 × × × × 
～は～に V ○ ○ ○ × 
 その他 × × × ～は～です 
文末 
～ます。 ○ ○ ○ ○ 
～ます＋後続成分。 × × × × 
～ません。 ○ ○ ○ ○ 
～ません＋後続成分。 × × × × 
～る。 × × × × 
～る＋後続成分。 × × × × 
ない。 × × × × 
ない＋後続成分。 × × × × 
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表 1から、「～は～に V」の代わりにコピュラ表現の文例をあげている『初級日本語げんき
Ⅰ』以外、全体として次の 3 点を指摘することができる。 
 


























































































































び留学生）14 名、及び国際基督教大学の在学生と学外の社会人 40 名である。コーパス全体
では、100 人のインタビュー会話が収録されているが、本稿ではその内の日本語母国語話者
（NS）50 人の会話スクリプトをデータとして用いた。収録時間数は、1 人につき 20-30 分、



























表 2 データから得られた使用分布の内訳 
 
    （「ます形」には、「～ます／ました／まして／ません／ませんでした」が含まれる。） 






頻度も動詞別から見ると、「アル系」では 55.6%対 38.16%で、「イル系」では 68.85%対
30.33%となっており、ほぼ同じ差が見られるが、「～る」形がやや多く使われている傾向を
示している。 
 なお、否定表現では、「アル系」の「～ないです」というやや特殊な表現は 59 例（84.28%）
で、「～ません」という形の 11 例（15.72%）に対し優勢である。また、「イル系」では「～





   動詞 
文末 アル系 イル系 合 計 
 ます形 
 る形 
   361 
   526 
     37 
   84 
  398（37.27%） 
  610（57.12%） 
（ないです）    59    1    60 
総 計  946（88.58%）  122（11.42%）  1068（100%） 





































現形式は、1068 例の中にわずか 8 例（0.65％）にとどまることから、会話の自然な流れでは
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ほとんど用いられないということが分かった。 
なお、その以外の 1060 例でその構文パターンを調査した結果を、下の表 3に示す。 
 
表 3 パターン別の形式 
（「φ」は名詞項なし。「～φ」は助詞なし） 




















φ   φ V 
φ   ～φV 
φ   ～が V 
φ   ～は V 
φ   ～も V 
φ  ～とか V 
～φ  ～が V 
～で  ～φV 
～は  ～φV 
～で  ～が V 
～で  ～は V 
～に  ～は V 
～に  ～も V 
～には ～が V 
～にも ～って V 
～は  ～が V 
～は  ～は V 
～は ～には V 
～は  ～も V 
φ   ～に V 
φ  ～には V 
～φ  ～に V 
～が  ～に V 
～って ～に V 









































表 4 文末の形式の内訳 
 
表 4からみると、全体の結果では、「裸文末」の用例数がただ 80 例（7.5%）であるのに対
し、「非裸文末」は 988 例あり、全体の 92.5%を占めていることがわかる。そのうち、「裸文
 裸文末 非裸文末 合計 
 ～ます形 
  ～る形 
   52 
   28 
    346 
   642 
  398（37.26%） 
  670（62.74%） 
  総計  80（7.5%）   988（92.5%）   1068（100%） 
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末」の形式の場合は、「～る」形より「～ます」形のほうが優勢となっている。 
なお、後続要素の形式に関しては、以下の 79 種類の形式が観察された。これらに文末昇





















の形式となっている。この 64 例を「非裸文末」として 988 例から除いたとしても、やはり


















                               （以上は「コーパス」） 
 
なお、引用節内かどうかの見極めは、機械的な文字列検索では不可能なため、一つ一つ手
作業で確認した。この作業により、非裸文末の 988 用例のうち、計 112 例を抽出し集計した
結果、表 5のようになった。 
 
表 5 引用節内の文末形式傾向 
 
表 5から分かるように、引用節内では「～よ／な／か／んじゃないか」など後続要素を伴
う文末が 29 例（25.9%）であるのに対し、「裸文末」が 83 例（74.1%）となっており、大部





 第 4 節をまとめると、以下の 3 点が指摘される。 
 （ⅰ）日常会話の自然な流れでは、従来の日本語教科書で提示された文型の形式がほとん
ど見られない。 
 （ⅱ）「～ます」形の使用頻度は 4 割未満となっている。 
 （ⅲ）後続要素を伴う文末形式は 9 割強を占めている。 
 
 
   裸文末   非裸文末   合計 
 ます形 
  る形 
   ― 
   83 
   ― 
   29 
  ― 
  112 
  総計  83（74.1%）  29（25.9%）  112（100%） 
















































































① A「メニューを見せてください。」 →B「すみません、メニューありますか。」 





































    田中さんがいます。 
    田中さんがいません。 
  では，実際の＜電話＞での会話の場面ではどうであろうか。 
    ＜電話で A が B（会社の人）に、知人である田中の在・不在をたずねる＞ 
    A：もしもし、こちら A ですが、田中さん□いらっしゃいますか。（または、いらっしゃいませ
んか） 
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